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                                                   総 務 委 員 会 資 料 
                                                   政 策 室 基 本 計 画 担 当 

 
 

中野区基本構想検討案及び新しい中野をつくる１０か年計画（第３次）（改定素案）について 

 
 
 中野区基本構想検討案（以下「基本構想検討案」という。）及び新しい中野をつくる１０か年計画

（第３次）（改定素案）（以下「１０か年計画（第３次）（改定素案）」という。）について、以下のと

おり取りまとめたので報告する。 
 なお、１０か年計画（第３次）については、当初、素案から案への取りまとめを予定していたが、

より区民の意見等を反映させた案を策定するため、今回は改定素案として取りまとめた。これによ

り、１０か年計画（第３次）の策定スケジュールについて、下記４のとおり変更する。 
 
 
１ 基本構想検討案 

（１）内容 

   別冊のとおり 

   （参考資料） 

     別紙１ 

  中野区基本構想検討素案（以下「基本構想検討素案」という。）からの主な変更点 

（２）パブリック・コメント手続 

   基本構想検討案に対するパブリック・コメント手続を、２月５日（金）から２６日（金）ま

で実施する。区民への周知については、区報２月５日号及び中野区ホームページへの掲載のほ

か、区民活動センター、図書館等で資料を公表する。 

 

２ １０か年計画（第３次）（改定素案） 

（１）内容 

   別冊のとおり 

   （参考資料） 

     別紙２－１ 

 新しい中野をつくる１０か年計画（第３次）（素案）（以下「１０か年計画（第３次）

（素案）」という。）からの主な変更点（本文等） 

別紙２－２ 

  １０か年計画（第３次）（素案）からの主な変更点（ステップ） 

（２）意見交換会 

   １０か年計画（第３次）（改定素案）に対する意見交換会を次の日程で実施する。 

   ２月２１日（日）午後２時～４時 鷺宮区民活動センター 

   ２月２３日（火）午後７時～９時 南中野区民活動センター 

   ２月２７日（土）午後２時～４時 中野区役所 

 



３ 基本構想検討素案及び１０か年計画（第３次）（素案）に係る区民意見聴取の実施状況 

（１）意見交換会 

   実施回数８回、延べ参加者数７７人 

（２）電話・メール等による意見・質問の受付状況 

件数 １０件（内訳：窓口２、 電子メール５、電話１、 郵送１、声のポスト１） 

（３） 関係団体等との意見交換 

実施回数 ５０回、延べ参加者数 ７３６人 

対象：中野区町会連合会、中野区商店街連合会、私立保育園園長会、中野区医師会、 

中野区福祉団体連合会、ＰＴＡ連合会ほか 

 

４ 今後の予定 

２月 ５日（金）～２６日（金） 基本構想検討案に対するパブリック・コメント手続の実施 

２月２１日（日）、２３日（火）、２７日（土）  

１０か年計画（第３次）（改定素案）に対する意見交換会 

３月              基本構想 議案提出 

１０か年計画（第３次）（案）策定、パブリック・コメン

ト手続の実施 
  ４月              １０か年計画（第３次）策定 
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別紙１

NO 頁 案 素案

1 7

Ⅲ－１　環境負荷の少ない低炭素社会
○環境に配慮した都市施設等の基盤が整い、低
炭素なまちが築かれています。

Ⅲ－１　環境負荷の少ない低炭素社会
○環境負荷の少ないまちの都市施設等の基盤が
整い、低炭素なまちが築かれています。

2 7

Ⅲ－１　環境負荷の少ない低炭素社会
○温暖化に伴う気候変動の影響に適応したまち
となっています。
（将来像追加）

Ⅲ－１　環境負荷の少ない低炭素社会

3 11

Ⅶ－２　質の高い区民サービスを支える基盤が
整うまち
○情報通信技術（ICT）と対面による対応の連携
により、区民はいつでも、どこでも、質の高い
サービスを利用でき、豊かな生活を営んでいま
す。

Ⅶ－２　質の高い区民サービスを支える基盤が
整うまち
○情報通信技術（ICT）と人的な対応の連携によ
り、区民はいつでも、どこでも、質の高いサー
ビスを利用でき、豊かな生活を営んでいます。

4 16

Ⅱ－４　災害への備えや防犯の取組が進んだま
ち
○地域では町会・自治会等の団体が、警察等関
連機関と密接な連携を保ち、自らの防犯活動の
取組が進んでいます。

Ⅱ－４　災害への備えや防犯の取組が進んだま
ち
○警察等関連機関と密接な連携を持ち、地域自
らの防犯活動の取組が進んでいます。

5 16

Ⅲ－１　環境負荷の少ない低炭素社会
○エネルギーの面的管理、建築物の低炭素化、
再生可能エネルギーの利用等により、低炭素な
まちづくりが進んでいます。

Ⅲ－１　環境負荷の少ない低炭素社会
○省エネルギー、再生可能エネルギー利用等の
取組により、環境負荷の少ない低炭素なまちづ
くりが進んでいます。

6 16

Ⅲ－１　環境負荷の少ない低炭素社会
○温暖化に伴う気候変動による様々な影響に対
して、適応が進んでいます。
（１０年後に実現するまちの姿追加）

Ⅲ－１　環境負荷の少ない低炭素社会

7 17

Ⅳ－１　安心して産み育てられるまち
○全ての乳幼児が、必要に応じた保育や幼児教
育を、家庭の理念や選択により受けることがで
きるよう、十分なサービスが提供されていま
す。

Ⅳ－１　安心して産み育てられるまち
○全ての乳幼児が、必要に応じた保育や家庭の
選択や理念に基づいて充実した幼児教育を受け
られるよう、十分なサービスが提供されていま
す。

8 19

Ⅴ－２ 様々な活動の連携によって守られる暮ら
し
○認知症などへの理解が深まり、生活支援の
サービスや成年後見制度や近隣の支えあいによ
り、区民は自らの選択による意向を尊重され、
地域生活を続けています。

Ⅴ－２ 様々な活動の連携によって守られる暮ら
し
○認知症などへの理解が深まり、あんしんサ
ポート事業や成年後見制度や近隣の支えあいに
より、区民は自らの選択による意向を尊重さ
れ、地域生活を続けています。

第４章　領域Ⅴ　支えあう地域のきずな

中野区基本構想検討素案からの主な変更点

第３章　領域Ⅲ　環境負荷の少ない、持続可能なまち

第３章　領域Ⅶ　区民の暮らしを守る行政サービスの基盤

第４章　領域Ⅱ　快適・安全な魅力ある都市

第４章　領域Ⅲ　環境負荷の少ない、持続可能なまち

第４章　領域Ⅳ　誰もが成長し続けるまち
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NO 頁 案 素案

9 19

Ⅴ－２ 様々な活動の連携によって守られる暮ら
し
○町会・自治会などの地域の活動団体や、民生
児童委員、社会福祉協議会、ＮＰＯ、ボラン
ティア団体、民間事業者や医療機関などが連携
し、見守り、医療・福祉・介護の支援、健康づ
くり・予防、住まいなどを一貫して総合的にサ
ポートする体制が整い、活発に活動が展開され
ています。

Ⅴ－２ 様々な活動の連携によって守られる暮ら
し
○町会などの地域団体、ＮＰＯ、ボランティア
団体、事業者や医療機関などが連携し、見守
り、医療・福祉・介護の支援、健康づくり・予
防、住まいなどを一貫して総合的にサポートす
る体制が整い活発に活動が展開されています。

10 19

Ⅴ－２ 様々な活動の連携によって守られる暮ら
し
○医療・福祉・介護・権利擁護・生活支援など
の多様なサービスについては、必要とされる量
が確保されるとともに、包括ケアの担い手の確
保と多様で質の高いサービスが提供されていま
す。

Ⅴ－２ 様々な活動の連携によって守られる暮ら
し
○保健福祉・医療などの多様なサービスについ
ては、必要とされる量が確保されるとともに、
包括ケアの担い手の確保と多様で質の高いサー
ビスが提供されています。

11 21

Ⅶ－２　質の高い区民サービスを支える基盤が
整うまち
○情報通信技術（ICT）の活用とあわせ、対面に
よるきめ細かな対応を進めることにより、質の
高い行政サービスの提供が進んでいます。

Ⅶ－２　質の高い区民サービスを支える基盤が
整うまち
○情報通信技術（ICT）の活用や人的対応のため
の環境整備により、質の高い行政サービスの提
供が進んでいます。

第４章　領域Ⅶ　区民の暮らしを守る行政サービスの基盤
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別紙２－１

NO 頁 改定素案 素案

1 4

２　将来を見据え対応すべき社会状況等
（５）地球温暖化への対応
（前略）
　これを、２℃未満に抑制するには、温室効果
ガス排出量を、２１００年には、２０１０年と
比べてゼロ又はマイナスにする必要があるとさ
れています。また、気候変動の影響に対処する
ため、温室効果ガスの排出の抑制等を行う「緩
和」だけでなく、水害対策、熱中症対策やデン
グ熱対策等「適応」を進めることが求められて
います。
　環境負荷の少ない、地球にやさしい、低炭素
なまちをめざして、区民、事業者、区それぞれ
が役割を果たさなければなりません。

２　将来を見据え対応すべき社会状況等
（５）地球温暖化への対応
（前略）
　これを、２℃未満に抑制するには、温室効果
ガス排出量を、２１００年には、２０１０年と
比べてゼロ又はマイナスにする必要があるとさ
れています。
　環境負荷の少ない、地球にやさしい、低炭素
なまちをめざして、区民、事業者、区それぞれ
が役割を果たすことが求められています。

2 4

３　計画の性格

（削除）

３　計画の性格
（前略）
　また、この計画は、まち・ひと・しごと創生
法（平成２６年１１月２８日施行）に基づき、
区におけるまち・ひと・しごと創生に関する施
策についての基本的な計画としての位置づけを
兼ねるものとします。

3 11

展開１　世界に開かれた経済活動とにぎわいの
拠点
【主な施策展開】
○グローバルな経済活動、商業振興、文化振興
の拠点としての中野駅周辺まちづくりを推進し
ます
・東京の新たなエネルギーを生み出す活動拠点
として、グローバルビジネス等の最先端の業務
拠点、個性豊かな文化発信拠点、最高レベルの
生活空間といった多彩な魅力を持つまちをめざ
し、中野駅周辺の都市再生プロジェクトに取り
組みます。

展開１　世界に開かれた経済活動とにぎわいの
拠点
【主な施策展開】
○グローバルな経済活動、商業振興、文化振興
の拠点としての中野駅周辺まちづくりを推進し
ます
・東京の新たなエネルギーを生み出す活動拠点
をめざした、中野駅周辺の都市再生プロジェク
トに取り組みます。

4 22

展開１　環境負荷の少ない低炭素社会
【対応すべき課題】
・温暖化の原因であるのCO2削減

・積極的な再生可能エネルギーの活用
・温暖化に伴う気候変動への適応
・さらなるごみ減量と資源化

展開１　環境負荷の少ない低炭素社会
【対応すべき課題】
・温暖化の原因であるのCO2削減

・積極的な再生可能エネルギーの活用
・さらなるごみ減量と資源化

5 22

展開１　環境負荷の少ない低炭素社会
【主な施策展開】
○地球環境にやさしいライフスタイルと気候変
動への適応等を推進します
・温暖化に伴う気候変動による様々な影響に適
応するため、水害対策、熱中症対策やデング熱
対策などの取組を着実に進めます。
（施策展開追加）

展開１　環境負荷の少ない低炭素社会
【主な施策展開】
○地球環境にやさしいライフスタイル等を推進
します

新しい中野をつくる１０か年計画(第３次）（素案）からの主な変更点（本文等）

第１章　計画の基本的な考え方

第２章　戦略Ⅰ　まち活性化戦略

第２章　戦略Ⅲ　環境共生都市戦略
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NO 頁 改定素案 素案

6 30

展開３　学びと文化を創造・発信するまち
【主な施策展開】
○文化・芸術・生涯学習活動を支援します
（前略）
・区民の誰もが、その生涯にわたって、学習の
機会や場を持てるよう、区内の大学、民間企
業、地域活動団体、NPO等と連携し、啓発等を行
い、学んだ知識と培った経験を地域に活かす生
涯学習の活動の促進に取り組みます。

展開３　学びと文化を創造・発信するまち
【主な施策展開】
○文化・芸術・生涯学習活動を支援します
（前略）
・区民の誰もがその生涯にわたって、学習の機
会や場を持てるよう、区内の大学、民間企業、
NPO等と連携し、啓発等を行い、生涯学習の活動
の促進に取り組みます。

7 54

ア　グローバルな経済活動、商業振興、文化振
興の拠点としての中野駅周辺まちづくり
（２）成果指標と目標値
指標：事業所の従業者数
27年度実績　　122,290人（26年度）
32年度目標値　128,200人
37年度目標値　147,200人

ア　グローバルな経済活動、商業振興、文化振
興の拠点としての中野駅周辺まちづくり
（２）成果指標と目標値
指標：事業所の従業者数
27年度実績　　122,272人（26年度）
32年度目標値　128,000人
37年度目標値　147,000人

8 63

ア　都市観光の魅力発掘・発信
（３）おもな取り組み
①　中野の魅力・印象付けるイメージの確立、
既存資源の発掘、魅力の発信
（前略）
　中野の知名度や好感度を向上させ、来街者を
増加させるために、中野区の魅力や観光資源、
イベント情報等について、国内外に対しての積
極的な発信を行っていきます。
　また、中央線沿線を軸とした東京西部都市圏
における自治体間の文化・産業連携を構築し、
海外や訪日外国人に向けた面的な観光情報発信
を行っていきます。

ア　都市観光の魅力発掘・発信
（３）おもな取り組み
①　中野の魅力・印象付けるイメージの確立、
既存資源の発掘、魅力の発信
（前略）
　また、中野の知名度や好感度を向上させ、来
街者を増加させるために、中野区の魅力や観光
資源、イベント情報等について、国内外に対し
ての積極的な発信を行っていきます。

9 70

ア　コミュニティの核となる商店街の振興
（２）成果指標と目標値
指標：区内小売業の年間売上額
27年度実績　　2,292億円（25年度）
32年度目標値　2,746億円
37年度目標値　3,000億円

ア　コミュニティの核となる商店街の振興
（２）成果指標と目標値
指標：区内小売業の年間売上額
27年度実績　　2,289億円（23年度）
32年度目標値　2,746億円
37年度目標値　3,000億円

10 75

ア　グローバルなビジネスや活動の形成
（２）成果指標と目標値
指標：開業等によって新たに立地した事業者の
割合
27年度実績　　7.7％（26年度）
32年度目標値 　10％
37年度目標値 　12％

ア　グローバルなビジネスや活動の形成
（２）成果指標と目標値
指標：開業等によって新たに立地した事業者の
割合
27年度実績　　7.23％（26年度）
32年度目標値　　10％
37年度目標値　　12％

第３章　Ⅰ－１　世界に開かれた経済活動とにぎわいの拠点

第３章　Ⅰ－３　くらしと交流の中心となる商店街

第３章　Ⅰ－４　多様な経済活動で多くの就労の機会が生み出されているまち

第２章　戦略Ⅳ　生きる力・担う力育成戦略

第３章　Ⅰ－２　魅力にあふれ、来街者の絶えないまち
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NO 頁 改定素案 素案

11 76

ア　グローバルなビジネスや活動の形成
（３）おもな取り組み
①　都市再生を軸としたグローバルビジネス拠
点の形成
　中野の立地特性や都市機能、文化などのポテ
ンシャルを最大限に引き出し、グローバルに展
開するビジネスの拠点として選ばれる都市づく
りを推進していきます。
　また、中央線沿線を軸とした東京西部都市圏
における自治体間の文化・産業連携を構築し、
圏域経済の活性化を図るとともに、海外や訪日
外国人に向けたプロモーション、関連ビジネス
のグローバル展開を促進します。

ア　グローバルなビジネスや活動の形成
（３）おもな取り組み
①都市再生を軸としたグローバルビジネス拠点
の形成
　中野の立地特性や都市機能、文化などのポテ
ンシャルを最大限に引き出し、グローバルに展
開するビジネスの拠点として選ばれる都市づく
りを推進していきます。

12 78

イ　重点産業の振興と地域産業の活性化
（２）成果指標と目標値
指標：事業所の従業者数
27年度実績　　122,290人（26年度）
32年度目標値　128,200人
37年度目標値　147,200人

イ　重点産業の振興と地域産業の活性化
（２）成果指標と目標値
指標：事業所の従業者数
27年度実績　　122,272人（26年度）
32年度目標値　128,000人
37年度目標値　147,000人

13 78

イ　重点産業の振興と地域産業の活性化
（２）成果指標と目標値
指標：事業所の売上（収入）額
27年度実績　　1兆3,888億円（24年度）
32年度目標値　1兆6,140億円
37年度目標値　1兆8,530億円

イ　重点産業の振興と地域産業の活性化
（２）成果指標と目標値
指標：事業所の売上（収入）額
27年度実績　　1兆3,888億円（24年度）
32年度目標値　1兆6,100億円
37年度目標値　1兆8,500億円

14 90

ウ　ライフステージやスタイルに応じた多様な
住宅の誘導
（２）成果指標と目標値
指標：住みやすさの満足度
27年度実績　　89.6％
32年度目標値　92％
37年度目標値　95％

ウ　ライフステージやスタイルに応じた多様な
住宅の誘導
（２）成果指標と目標値
指標：住みやすさの満足度
27年度実績　　89％（26年度）
32年度目標値　92％
37年度目標値　95％

15 95

ア　魅力ある景観の形成
（２）成果指標と目標値
指標：景観や街並みに対する区民の満足度
27年度実績　　67％
32年度目標値　70％
37年度目標値　73％

ア　魅力ある景観の形成
（２）成果指標と目標値
指標：景観や街並みに対する区民の満足度
27年度実績　　64％（26年度）
32年度目標値　67％
37年度目標値　70％

16 97

イ　みどりのネットワークの構築
（２）成果指標と目標値
指標：区内の公園や広場に対する区民の満足度
27年度実績　　50.4%
32年度目標値　　55%
37年度目標値　　60%

イ　みどりのネットワークの構築
（２）成果指標と目標値
指標：区内の公園や広場に対する区民の満足度
27年度実績　　 57.7%（26年度）
32年度目標値　　 64%
37年度目標値  　 70%

17 111

ア　災害時における対応力の向上
（２）成果指標と目標値
指標：飲料水や食料を備蓄している区民の割合
27年度実績　　飲料水55.6％　食料45.9％
32年度目標値　　　  65％        55％
37年度目標値　　　　75％        65％

ア　災害時における対応力の向上
（２）成果指標と目標値
指標：飲料水や食料を備蓄している区民の割合
27年度実績　　飲料水56.2％　食料46.1％
32年度目標値　　 　 65％        55％
37年度目標値　　　　75％        65％

第３章　Ⅱ－１　安全で利便性の高い、住み続けられるまち

第３章　Ⅱ－２　景観やみどりに配慮された魅力あるまち

第３章　Ⅱ－４　災害への備えや防犯の取組が進んだまち
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18 119

≪現状と課題≫
（前略）
地球環境にやさしいライフスタイルを推進する
とともに、省エネルギー機器等が導入された低
炭素なまちづくりを進めていく必要がありま
す。また、温室効果ガスを削減するための緩和
策に加え、既に現れている、もしくは今後中長
期的に避けられない温暖化に伴う気候変動によ
る様々な影響に対処するため、適応策を進めな
ければなりません。

≪現状と課題≫
（前略）
地球環境にやさしいライフスタイルを推進する
とともに、省エネルギー機器等が導入された低
炭素なまちづくりを進めていく必要がありま
す。

19 121

ア　地球環境にやさしいライフスタイルと気候
変動への適応等の推進
（１）目標とする姿
（前略）
　そして、家庭や事業活動の中で省エネルギー
機器や再生可能エネルギーを利用した設備等が
導入され、HEMS（家庭のエネルギー管理システ
ム）やBEMS（ビルエネルギー管理システム）な
どにより、低炭素なまちづくりが進んでいま
す。
　また、温暖化に伴う気候変動による様々な影
響に対処するため、水害対策、熱中症対策やデ
ング熱対策など適応策としての取組が進んでい
ます。

ア　地球環境にやさしいライフスタイル等の推
進
（１）目標とする姿
（前略）
　また、家庭や事業活動の中で省エネルギー機
器や再生可能エネルギーを利用した設備等が導
入され、HEMS（家庭のエネルギー管理システ
ム）やBEMS（ビルエネルギー管理システム）な
どにより、低炭素なまちづくりが進んでいま
す。

20 121

ア　地球環境にやさしいライフスタイルと気候
変動への適応等の推進
（２）成果指標と目標値
指標：区内のエネルギー消費量
27年度実績　　10,863TJ（24年度）
32年度目標値　10,289TJ
37年度目標値　 9,209TJ

ア　地球環境にやさしいライフスタイルの推進
（２）成果指標と目標値
指標：区内のエネルギー消費量
27年度実績　　10,863TJ（24年度）
32年度目標値　10,374TJ（29年度）
37年度目標値　 9,885TJ（34年度）

21 122

（３）おもな取り組み
③　温暖化に伴う気候変動への適応
（担当：都市基盤部　道路・公園管理分野、都
市基盤整備分野、地域支えあい推進室　地域活
動推進分野、環境部　生活環境分野）
　エネルギー消費量やCO2排出量を削減するため

の「緩和策」だけでなく、既に現れている、も
しくは今後中長期的に避けられない温暖化に伴
う気候変動による様々な影響に対処するため、
水害対策、熱中症対策やデング熱対策などの取
組を、「適応策」として着実に進めます。
（取り組み追加）

（３）おもな取り組み

22 136

ウ　良好な生活環境整備の維持向上
（３）おもな取り組み
②　害虫・動物等の自己防除の普及啓発及び駆
除
　生活衛生や安全を脅かすスズメバチ・ハクビ
シン、カ等の害虫・動物等について防除相談や
自己防除の普及啓発を進めるとともに、適切な
駆除を行います。

ウ　良好な生活環境整備の維持向上
（３）おもな取り組み
②　害虫・動物等の自己防除の普及啓発及び駆
除
　生活衛生や安全を脅かすスズメバチ・ハクビ
シン等の害虫・動物等について防除相談や自己
防除の普及啓発を進めるとともに、適切な駆除
を行います。

第３章　Ⅲ－１　環境負荷の少ない低炭素社会

第３章　Ⅲ－２　良好な生活環境が守られているまち
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23 140

ア　子どもの育ちを支える地域づくり
（３）おもな取り組み
③　地域の育成活動等の充実と育成者支援
（前略）
　キッズ・プラザ、学童クラブを適正配置し、
放課後の子どもたちの安心安全な活動拠点を整
備します。また、Ｕ18プラザを廃止し、中高生
の社会参加の支援については、地域とのつなが
りや社会貢献に向けた事業を、民間等を活用し
ながら実施していきます。
　

ア　子どもの育ちを支える地域づくり
（３）おもな取り組み
③　地域の育成活動等の充実と育成者支援
（前略）
　キッズ・プラザ、学童クラブを適正配置し、
放課後の子どもたちの安心安全な活動拠点を整
備します。また、ハイティーン会議等により中
高生の社会参加の支援を行います。

24 142

イ　妊娠から一貫した切れ目のない相談支援体
制の整備
（２）成果指標と目標値
指標：大きな戸惑いを感じることなく子育てを
している保護者の割合
27年度実績　　87.2％
32年度目標値　　93％
37年度目標値　 100％

イ　妊娠から一貫した切れ目のない相談支援体
制の整備
（２）成果指標と目標値
指標：大きな戸惑いを感じることなく子育てを
している保護者の割合
27年度実績　　93.5％（26年度）
32年度目標値　　98％
37年度目標値 　100％

25 142

イ　妊娠から一貫した切れ目のない相談支援体
制の整備
（２）成果指標と目標値
指標：合計特殊出生率
27年度実績　　0.99（26年）
32年度目標値　1.12
37年度目標値　1.26

イ　妊娠から一貫した切れ目のない相談支援体
制の整備
（２）成果指標と目標値
指標：中野区の合計特殊出生率
27年度実績　　0.93（25年）
32年度目標値　1.0
37年度目標値　1.1

26 165

ア　文化・芸術・生涯学習活動の支援
（２）成果指標と目標値
指標：なかの生涯学習大学を卒業後、地域活動
に参加したことのある人の割合
27年度実績　　80.5（26年度）
32年度目標値　85％
37年度目標値　90％

ア　文化・芸術・生涯学習活動の支援
（２）成果指標と目標値
指標：なかの生涯学習大学を卒業後、地域活動
に参加したことのある人の割合
27年度実績　　72％
32年度目標値　80％
37年度目標値　90％

27 175

イ　見守り・支えあい活動の拡充
（３）おもな取り組み
③　支えあい活動や公益活動の拡充
（略）
　また、定期的な安否確認、入院時の対応支
援、死後の手続き支援などを行う、一人暮らし
や身寄りのない高齢者等の生活を支えるための
サービス提供の充実を図るため、担い手となる
活動者、活動団体の掘り起し、育成等を行いま
す。

イ　見守り・支えあい活動の拡充
（３）おもな取り組み
③　支えあい活動や公益活動の拡充
（略）
　また、定期的な安否確認、入院時の対応支
援、死後の手続き支援などを行う「あんしんサ
ポート事業」に代表される、一人暮らしや身寄
りのない高齢者等の生活を支えるためのサービ
ス提供の充実を図るため、担い手となる活動
者、活動団体の掘り起し、育成等を行います。

28 178

≪現状と課題≫
（前略）
個人の権利がまもられ、尊厳ある生活を続ける
ために、適切な医療やケアとともに、生活支援
のサービスや成年後見制度などの支援、周囲の
地域住民の理解促進も課題となっています。

≪現状と課題≫
（前略）
個人の権利がまもられ、尊厳ある生活を続ける
ために、適切な医療やケアとともに、あんしん
サポート事業や成年後見制度などの支援、周囲
の地域住民の理解促進も課題となっています。

第３章　Ⅴ－１　見守り・支えあいが広がるまち

第３章　Ⅴ－２　様々な活動の連携によって守られる暮らし

第３章　Ⅳ－１　安心して産み育てられるまち

第３章　Ⅳ－３　学びと文化を創造・発信するまち



- 6 -

NO 頁 改定素案 素案

29 181

ア　地域包括ケア体制の構築
（３）おもな取り組み
③　認知症高齢者等にやさしい地域づくりの推
進
（前略）
　訪問等により早期に兆候のある高齢者を把握
し、専門機関や専門医等と連携を図りながら、
適切な支援につなげます。また、認知症初期集
中支援チームを設置し、困難事例への対応を強
化していきます。

ア　地域包括ケア体制の構築
（３）おもな取り組み
③　認知症高齢者等にやさしい地域づくりの推
進
（前略）
　高齢者訪問等により早期に兆候のある高齢者
を把握し、適切な支援につなげるほか、認知症
初期集中支援チームを設置し、困難事例への対
応を強化していきます。

30 190

ア　地域における日常的な運動・スポーツ活動
の活性化
（３）おもな取り組み
①　地域スポーツクラブなど区民を主体とした
幅広いスポーツ活動の展開
　地域スポーツクラブは、スポーツ・コミュニ
ティプラザを活動の拠点として、様々な区民が
スポーツ・健康づくりに親しみ、交流し合う身
近な場を提供し、区民の健康づくり・体力づく
りを推進していきます。スポーツ・健康づくり
教室や各種クラブ活動の実施や大会の開催な
ど、多くの区民が活動に参加するきっかけを提
供していきます。さらに、中学校部活動などの
団体や個人等への支援や連携を通じて、指導力
や競技力を向上していきます。
　スポーツ推進委員は、スポーツ・健康づくり
ムーブメントの推進の核として位置付けられ、
その経験を踏まえ、地域のネットワークを活用
した多様な事業実施をリードし、地域スポーツ
推進を図っていきます。

ア　地域における日常的な運動・スポーツ活動
の活性化
（３）おもな取り組み
①　地域スポーツクラブの展開
　地域スポーツクラブは、スポーツ・コミュニ
ティプラザを活動の拠点として、様々な区民が
健康づくり・スポーツに親しみ、交流し合う身
近な場を提供し、区民の健康づくり・体力づく
りを推進していきます。
　スポーツ推進委員がその経験をふまえ、地域
のネットワークを活用した多様な事業を実施す
ることで、多くの区民が外出し活動に参加する
きっかけを提供していきます。さらに、地域の
クラブチーム、中学校部活動などの団体や個人
等への支援や連携を通じて、指導力や競技力を
向上していきます。

31 194

イ　スポーツ指導者の養成・競技力向上の推進
（３）おもな取り組み
（取り組み追加）
⑤　東京オリンピック・パラリンピック競技大
会に向けた機運醸成
（担当：健康福祉部　健康・スポーツ分野ほ
か）
　大会開催に向けたスポーツや健康づくりの普
及啓発事業を継続的に進め、機運醸成を図りま
す。大会開催を契機とした様々な取組を通じ
て、大会終了後も継続していくレガシーとし
て、スポーツ・健康づくりムーブメントを推進
します。

イ　スポーツ指導者の養成・競技力向上の推進
（３）おもな取り組み

32 199

ア　心身の健康づくりの推進
（２）成果指標と目標値
指標：65歳の健康寿命(要介護認定2以上の認定
を受けるまでの平均自立期間)
27年度実績　男性17.13年／女性20.62年（平成
25年）
32年度目標値　男性18.1年／女性21.5年
37年度目標値　男性18.5年／女性22.0年

ア　心身の健康づくりの推進
（２）成果指標と目標値
指標：65歳の健康寿命(要介護認定2以上の認定
を受けるまでの平均自立期間)
27年度実績　男性15.65年／女性17.36年（平成
25年）
32年度目標値　男性16.15年／女性17.86年（平
成30年）
37年度目標値　男性16.65年／女性18.36年（平
成35年）

第３章　Ⅵ－２　健康的な暮らしを実現するまち

第３章　Ⅵ－１　スポーツ・健康づくりで活力のみなぎるまち
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33 222

ア　生活困窮状態からの回復と自立支援の促進
（２）成果指標と目標値
指標：就労支援のサポートを受け就労につな
がった人数
27年度実績　   42人（26年度）
32年度目標値 　89人
37年度目標値　114人

ア　生活困窮状態からの回復と自立支援の促進
（２）成果指標と目標値
指標：就労支援のサポートを受け就労につな
がった件数
27年度実績　　　42件（26年度）
32年度目標値　　67件
37年度目標値　 110件

34 231

イ　安心して必要な介護サービスが受けられる
持続可能な介護保険制度の運営
（２）成果指標と目標値
指標：介護保険制度を利用できている、または
必要な時に利用の仕方を知っている区民の割合
27年度実績　　45.6％
32年度目標値　　55％
37年度目標値　　60％

イ　安心して必要な介護サービスが受けられる
持続可能な介護保険制度の運営
（２）成果指標と目標値
指標：介護保険が制度を利用できている、また
は必要な時に利用の仕方を知っている区民の割
合
27年度実績　　50.0％（26年度）
32年度目標値　　55％
37年度目標値　　60％

35
235
240

≪施策の方向≫
ウ　情報通信技術（ICT）と対面による対応の連
携による新たな区民サービスの推進

≪施策の方向≫
ウ　情報通信技術（ICT）と人的サービスの連携
による新たな区民サービスの推進

36 243

ア　質の高い情報の提供と活用の促進
（２）成果指標と目標値
指標：区政情報や地域情報について、知りたい
ときに情報が入手できていると感じる区民の割
合
27年度実績　　34.4％
32年度目標値　　65％
37年度目標値　　80％

ア　質の高い情報の提供と活用の促進
（２）成果指標と目標値
指標：区政情報や地域情報について、知りたい
ときに情報が入手できていると感じる区民の割
合
27年度実績　　38.8％（26年度）
32年度目標値　　65％
37年度目標値　　80％

37 246

≪現状と課題≫
　グローバル化の進展に伴い、多様な文化や生
き方を背景にした地域生活が営まれています。
相互に人権を守り、尊重し合える、人権尊重の
理念が地域に根づく地域社会の形成が必要で
す。
　また、超高齢社会の到来、障害を理由とする
差別の解消の推進に関する法律（平成25年法律
第65号）の趣旨を踏まえ、今まで以上に高齢
者、障害者を含むすべての人が生活しやすいユ
ニバーサルデザインのまちづくりが求められて
います。

≪現状と課題≫
　グローバル化の進展に伴い、多様な文化や生
き方を背景にした地域生活が営まれています。
相互に人権を守り、尊重し合える、人権尊重の
理念が地域に根づく地域社会の形成が必要で
す。

38 248

ア　人権意識の向上と多様な人の参画の推進
（１）目標とする姿
　人権意識の普及啓発や男女共同参画の推進の
取組を進めることにより、区民、事業者等の人
権意識が向上し、ユニバーサルデザインのまち
づくりの取組とあわせ、誰もが社会参加でき、
生活しやすいまちになっています。また、区民
が多様な生き方を選択できる環境が整備されて
います。

ア　人権意識の向上と多様な人の参画の推進
（１）目標とする姿
　人権意識の普及啓発や男女共同参画の推進の
取組を進めることにより、区民、事業者等の人
権意識が向上し、誰もが尊重され、社会に参加
できるまちになっています。また、区民が多様
な生き方を選択できる環境が整備されていま
す。

第３章　Ⅷ－２　人権を守り、多様な人が参画するまち

第３章　Ⅶ－１　安定した社会保険制度の運営で暮らしを支えるまち

第３章　Ⅵ－４　暮らしの支えが整い、自立した生活を営めるまち

第３章　Ⅷ－１　区民意思と合意に基づく政策決定

第３章　Ⅶ－２　質の高い区民サービスを支える基盤が整うまち



- 8 -

NO 頁 改定素案 素案

39 248

ア　人権意識の向上と多様な人の参画の推進
（２）成果指標と目標値
指標：男女の地位が平等になっていると思う区
民の割合
27年度実績　　15.7％
32年度目標値　30％
37年度目標値　50％

ア　人権意識の向上と多様な人の参画の推進
（２）成果指標と目標値
指標：男女の地位が平等になっていると思う区
民の割合
27年度実績　　16.3％（26年度）
32年度目標値　30％
37年度目標値　50％

40 249

ア　人権意識の向上と多様な人の参画の推進
（３）おもな取り組み
③　誰もが生活しやすいまちづくりの推進
（担当：政策室　企画分野）
　超高齢社会、グローバル化の進展等を踏ま
え、東京オリンピック、パラリンピックの開催
を契機として、高齢者、障害者、外国人など、
様々な区民に対する理解を深め、行政サービス
の改善や、都市基盤の整備等、ユニバーサルデ
ザインのまちづくりにつなげ、誰もが生活しや
すいまちをめざします。
（取り組み追加）

ア　人権意識の向上と多様な人の参画の推進
（３）おもな取り組み

41 251

イ　平和への貢献と国際理解の醸成
（２）成果指標と目標値
指標：外国人と何らかの交流を持つ区民の割合
27年度実績　　45.7％
32年度目標値　60％
37年度目標値　70％

イ　平和への貢献と国際理解の醸成
（２）成果指標と目標値
指標：外国人と何らかの交流を持つ区民の割合
27年度実績　　45.5％（26年度）
32年度目標値　60％
37年度目標値　70％

42 251

エ　将来を見据えた施策展開を実現する公共施
設の整備・運営
（２）成果指標と目標値
指標：施設更新の進捗率
27年度実績　　－
32年度目標値　50％
37年度目標値　100％

エ　将来を見据えた施策展開を実現する公共施
設の整備・運営
（２）成果指標と目標値
指標：施設更新経費の試算額（40年間）
27年度実績　　2,221億
32年度目標値　2,066億
37年度目標値　1,911億

43 265

オ　危機管理の強化
（３）おもな取り組み
①　情報セキュリティの強化
　サーバ、端末、ネットワーク等の機器に関す
るセキュリティ対策を強化します。
　情報セキュリティマネジメント体制を確立
し、ISMS認証を取得します。情報資産の適正な
運用管理をより強化し、情報漏えいなどのリス
クを軽減することで、区政への区民の信頼性を
高めます。

オ　危機管理の強化
（３）おもな取り組み
①　情報セキュリティの強化
　サーバー、端末、ネットワーク等の機器に関
するセキュリティ対策を強化します。
　自己点検実施、内部監査及び訓練、外部監査
による、情報セキュリティポリシーに則った情
報資産の管理体制を確立します。

その他のおもな変更点

第３章　Ⅷ－３　将来を見据えた行財政運営

・第４章に、「財政見通し」、「１０年間の財政フレーム」及び「起債・基金を活用する主な事業」を追加

・参考資料として、「人口動向分析・人口推計」、「施設整備の方向性」及び「用語の意味」を追加
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No. 頁 区分 ステップ１ ステップ２ ステップ３ ステップ４

素案
○中野駅西側南北通路、
橋上駅舎完成

改定
素案

○中野駅西側南北通路、
橋上駅舎完成

No. 頁 区分 ステップ１ ステップ２ ステップ３ ステップ４

素案

改定
素案

○フィルムコミッション
の設置

○ドラマ、映画等の映像
メディアを活用した魅
力・観光情報発信

No. 頁 区分 ステップ１ ステップ２ ステップ３ ステップ４

素案

改定
素案

○中央線沿線都市圏にお
ける文化・産業連携の構
築

○中央線沿線都市圏にお
ける面的な観光資源創
出・情報発信

No. 頁 区分 ステップ１ ステップ２ ステップ３ ステップ４

素案
○公共空間等における
Wi-Fi環境の拡充

○デジタルサイネージ等
観光案内表示の整備

○デジタルサイネージを
活用した区の観光情報・
食情報などの配信

改定
素案

○Wi-Fi、デジタルサイ
ネージ等情報基盤の整備
及び観光情報などの配信

○Wi-Fi、デジタルサイ
ネージ等情報基盤の拡充

（削除）

No. 頁 区分 ステップ１ ステップ２ ステップ３ ステップ４

素案
○外国人居住者の医療、
教育、日常生活等のサ
ポート機能の検討

○サポート体制の構築

改定
素案

○外国人居住者の医療、
教育、日常生活等のサ
ポート機能の検討

○サポート体制の構築 ○民間教育機関の整備誘
導（第三中跡）

別紙２－２

64

3

　戦略Ⅰ-1　世界に開かれた経済活動とにぎわいの拠点

1

65

4

新しい中野をつくる１０か年計画(第３次）（素案）からの主な変更点（ステップ）

　戦略Ⅰ-2　魅力にあふれ、来街者の絶えないまち

　戦略Ⅰ-4　多様な経済活動で多くの就労の機会が生み出されているまち

第3章　10年後の中野の姿とめざす方向

2

55

5 77

67
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No. 頁 区分 ステップ１ ステップ２ ステップ３ ステップ４
○産学公金連携による新
規事業の検討・創出

  

○産業経済融資の重点産
業分野への強化等戦略的
展開

○経営支援体制の強化

○商店街で事業展開する
重点２分野の事業者およ
び新規創業者への優遇融
資の強化

○新たな立地事業者の
サービスや商品の体験
と、商店街の催しなどを
連動させた相乗効果によ
る活性化

○新たな立地事業者と商
店街の既存店舗との連携
による新商品やサービス
の開発促進

○重点産業２分野におけ
る既存事業者の事業拡大
と新規事業者の起業促進
による区内集積の促進

○区内に集積した事業者
のニーズ・シーズのマッ
チングによる新規事業の
創出

○周辺自治体や経済団体
などとの連携による新規
事業の創出や重点産業の
集積促進

○周辺自治体や経済団体
などとの連携による大規
模ビジネスフェアの開催

○産学公金連携による創
業・経営支援ネットワー
クの構築

○産業振興センターにお
ける起業家育成セミナー
の実施

No. 頁 区分 ステップ１ ステップ２ ステップ３ ステップ４
○産業振興センターにお
けるハローワークなどと
の連携による就労支援機
能の強化

○区内事業所のニーズに
応じた人材供給のための
合同就職面接会の実施

○産業振興センターにお
けるハローワークなどと
の連携による相談やセミ
ナーなど就労支援機能の
強化

○区内事業所のニーズに
応じた人材供給のための
合同就職面接会の実施

No. 頁 区分 ステップ１ ステップ２ ステップ３ ステップ４
○高齢者の一般就労や起
業のためのスキルアップ
セミナーの実施

○民間によるアクティブ
シニア就業支援センター
の検討

改定
素案

○高齢者の一般就労や起
業のためのスキルアップ
セミナーの実施

○シルバー人材センター
の就業時間や事業メニュ
ーの拡大などの検討

○民間事業者などとの連
携により高齢者の一般就
労や起業を支援する仕組
みの検討

○高齢者の一般就労や起
業を支援する仕組みの構
築

No. 頁 区分 ステップ１ ステップ２ ステップ３ ステップ４

素案

○南台四丁目地区、南台
一・二丁目地区、平和の
森公園周辺地区の防災ま
ちづくりの推進

改定
素案

○南台四丁目地区、南台
一・二丁目地区、平和の
森公園周辺地区の防災ま
ちづくりの推進

○平和の森公園周辺地区
の防災まちづくりの推進
（平和の森小跡活用）

改定
素案

○周辺自治体や経済団体
などと連携した広域的な
創業・経営支援

○ビジネス支援を受け成
功した起業家がメンター
となり後進を育成する仕
組みの構築

86

7 81

○産学公金連携による、
結婚・出産などを機に離
職した女性など、潜在的
な人材の再就職に向けた
支援

○区内大学の留学生に対
する産学公金連携による
就労や起業の支援

9

改定
素案

○創業・経営支援ネット
ワークによるセミナー修
了者に対する支援

8 81

素案

6 79

素案

　戦略Ⅱ-1　安全で利便性の高い、住み続けられるまち

素案
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No. 頁 区分 ステップ１ ステップ２ ステップ３ ステップ４

素案

○大和町地区の防災まち
づくりの検討及び大和町
中央通り沿道の不燃化促
進事業の実施

○大和町地区の地区計画
等の策定

○大和町地区の防災まち
づくりの推進

改定
素案

○大和町地区の防災まち
づくりの検討及び大和町
中央通り沿道の不燃化促
進事業の実施

○大和町地区の地区計画
等の策定

○大和町地区の防災まち
づくりの推進

○大和町地区の防災まち
づくりの推進（第四中跡
活用）

No. 頁 区分 ステップ１ ステップ２ ステップ３ ステップ４

素案

改定
素案

○公園整備、防災街区整
備の推進（新山小跡活
用）

No. 頁 区分 ステップ１ ステップ２ ステップ３ ステップ４

素案

改定
素案

○鍋横自転車駐車場再整
備（本町４－４４）

No. 頁 区分 ステップ１ ステップ２ ステップ３ ステップ４

素案
○区画街路第4号線整備
着手

○区画街路第3号線整備
着手

○区画街路第3号線、第4
号線の整備

改定
素案

○区画街路第3号線（新
井薬師前駅交通広場）の
整備着手

○区画街路第4号線（沼
袋バス通り）の整備着手

○同整備完了

No. 頁 区分 ステップ１ ステップ２ ステップ３ ステップ４

素案
○家庭ごみの費用負担に
関する考え方の整理

 

改定
素案

○家庭ごみの費用負担に
向けた取組の推進

 

No. 頁 区分 ステップ１ ステップ２ ステップ３ ステップ４

素案

改定
素案

○清掃事務所車庫移転整
備（弥生町６－１）

No. 頁 区分 ステップ１ ステップ２ ステップ３ ステップ４

素案
 

改定
素案

○認定こども園の誘致 ○区立幼稚園の認定こど
も園への転換

No. 頁 区分 ステップ１ ステップ２ ステップ３ ステップ４

素案

改定
素案

○平和の森小移転整備
（法務省矯正研修所跡）

13 104

12514

12 89

17 155

15

16 150

126

　戦略Ⅱ-3　計画的に整備・管理される都市基盤整備

　戦略Ⅳ-1　安心して産み育てられるまち

　戦略Ⅲ-1　環境負荷の少ない低炭素社会

　戦略Ⅳ-2　自ら学び可能性を拓く子どもが育つまち

10 87

11 87
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No. 頁 区分 ステップ１ ステップ２ ステップ３ ステップ４

素案

改定
素案

○第三中と第十中の統合
新校に子ども家庭支援セ
ンター機能と教育セン
ター機能を整備

No. 頁 区分 ステップ１ ステップ２ ステップ３ ステップ４

素案

○地域図書館の施設配置
の見直し

○地域開放型図書館の整
備に向けた検討

○地域開放型学校図書館
の順次設置

 

改定
素案

○図書館の専門性の向上
と地域開放型学校図書館
の整備の推進

○本町図書館・東中野図
書館を統合し、第三中と
第十中の統合新校へ整備

○地域開放型学校図書館
の設置

No. 頁 区分 ステップ１ ステップ２ ステップ３ ステップ４

素案
○南中野区民活動セン
ター移転整備

○東中野区民活動セン
ター移転整備

○昭和区民活動センター
竣工・開設

改定
素案

○南中野区民活動セン
ター移転整備

○東中野区民活動セン
ター移転整備
（東中野小跡）

○昭和区民活動センター
建替整備

○鍋横区民活動センター
移転整備（本町４－４
４）

○鷺宮区民活動センター
移転整備（鷺宮小跡）

No. 頁 区分 ステップ１ ステップ２ ステップ３ ステップ４

素
案

○あんしんサポート事業
の活用

○あんしんサポート事業
の量的及び対象者の拡大
に向けた環境整備

○あんしんサポート事業
の拡大実施

 

改
定

素
案

○生活支援サービスの充
実

○生活支援サービスの推
進

 

No. 頁 区分 ステップ１ ステップ２ ステップ３ ステップ４

素案
○南部すこやか福祉セン
ターの移転整備（富士見
中跡）

○北部すこやか福祉セン
ターの移転整備（沼袋小
跡）

改定
素案

○南部すこやか福祉セン
ターの移転整備（中野富
士見中跡）

○北部すこやか福祉セン
ターの移転整備（沼袋小
跡）

○鷺宮すこやか福祉セン
ターの移転整備（鷺宮小
跡）

No. 頁 区分 ステップ１ ステップ２ ステップ３ ステップ４

素案
○（仮称）南部スポー
ツ・コミュニティプラザ
の開設

○(仮称)北部・鷺宮ス
ポーツ・コミュニティプ
ラザの開設

改定
素案

○（仮称）南部スポー
ツ・コミュニティプラザ
の開設

○(仮称)鷺宮スポーツ・
コミュニティプラザの開
設（鷺宮体育館活用）

○(仮称)北部スポーツ・
コミュニティプラザの開
設（沼袋小跡）

22 182

　戦略Ⅵ-1　スポーツ・健康づくりで活力のみなぎるまち

21 176

　戦略Ⅴ-2　様々な活動の連携によって守られる暮らし

23 192

　戦略Ⅴ-1　見守り・支えあいが広がるまち

20 173

19 169

18

　戦略Ⅳ-3　学びと文化を創造・発信するまち

159
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No. 頁 区分 ステップ１ ステップ２ ステップ３ ステップ４

素案
○新・中野体育館の整備

改定
素案

○中野体育館の移転整備
（平和の森公園未開園区
域内）

No. 頁 区分 ステップ１ ステップ２ ステップ３ ステップ４

素案

改定
素案

○高齢者会館機能の整備
（本町４－４４）

No. 頁 区分 ステップ１ ステップ２ ステップ３ ステップ４

素案

改定
素案

○地域医療機関誘致（中
野中跡）

No. 頁 区分 ステップ１ ステップ２ ステップ３ ステップ４

素案

改定
素案

○中野区保健所の移転整
備（新区役所内に移転）

No. 頁 区分 ステップ１ ステップ２ ステップ３ ステップ４

素案
 

改定
素案

○（仮称）ユニバーサル
デザイン推進条例の制定

○（仮称）ユニバーサル
デザイン推進計画の策定

 

No. 頁 区分 ステップ１ ステップ２ ステップ３ ステップ４

素案
○情報セキュリティ監査
の実施

 

改定
素案

○情報セキュリティマネ
ジメントシステム（ＩＳ
ＭＳ）の認証の取得

 

24 195

　戦略Ⅷ-3　将来を見据えた行財政運営

29 266

　戦略Ⅷ-2　人権を守り、多様な人が参画するまち

28 250

201

26 208

　戦略Ⅵ-2　健康的な暮らしを実現するまち

25

27 210
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